
新型コロナウイルス感染症対策（インドネシア政府による入国規制の変更（政府通達

の発出）） 

 

令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ ５ 日 

在スラバヤ日本国総領事館 

 

●１０月１３日、インドネシア政府は外国人の入国規制を一部変更する通達を発出し

ました。 

●入国の際に必要となるワクチン接種証明書は、英文記載があり、出発の１４日以

上前に必要回数（通常は２回）の接種を完了していることを示すものとされました。 

●インドネシア到着後の政府指定ホテルでの隔離期間は、５×２４時間に短縮されま

した。 

●観光目的の外国人の入国は、バリ州及びリアウ諸島州からの入国のみで、訪問

査証が必要とされました。 

 

１．インドネシア政府の新型コロナウイルス対策ユニットは、１０月１３日付け通達（第

２０号）を発出し、外国人の入国に係る規制を一部変更すると発表しました。この措置

は、１０月１４日から適用され、追って定められる期限まで有効とされています。 

 

２．この通達による従来の規制からの主な変更点は以下のとおりです。 

（１）入国の条件であるワクチン接種証明書は、英文の記載があり、出発の１４日以

上前に必要回数（通常は２回）の接種が完了していることを示すもので、書面で又は

電子的に提示することとされています。 

（２）インドネシア到着後の政府指定ホテルでの隔離期間は、従来の８×２４時間から

５×２４時間に短縮されました。入国後のＰＣＲ検査は、空港到着時及びホテル隔離

４日目に行われるとされています。なお、到着日から１４日間（指定ホテルでの隔離期

間を含む）の自主隔離が推奨されている点に変更はありません。 

（３）到着後のＰＣＲ検査で陽性となった場合の治療場所について、無症状または軽

度の症状の場合は隔離施設、中度・重度の症状の場合は病院とされました。 

（４）観光目的の外国人の入国は、バリ州及びリアウ諸島州の空港からの入国のみと

され、ワクチン接種証明書やＰＣＲ検査の陰性証明書の提示に加え、訪問査証又は

その他の入国許可、新型コロナ感染症の治療費をカバーできる１０万米ドル以上の

支払いが可能な医療保険の加入証明書、インドネシア滞在中のホテル予約票を提

示する必要があるとされています。なお、観光目的の査証発給が開始されたか否か

を含め、査証申請手続きの詳細や実際の運用状況については、入国管理総局や入

国管理事務所、在京インドネシア大使館または在大阪インドネシア総領事館にお問



い合わせください。 

 

３．上記以外に大きな変更は確認されておりません。インドネシアに滞在する外国人

がワクチン接種をしておらず出国の目的で国内線による移動を行う場合は、同通達

によっても、これまでどおり、国際線の航空券を提示しトランジットの空港エリアを出

ない等の一定の条件の下で、ワクチン接種証明書は不要とされています。従来の規

制については、８月１３日付当館お知らせ（ https://www.surabaya.id.emb-

japan.go.jp/files/100222768.pdf ）や９月１６日付当館お知らせ

（ https://www.surabaya.id.emb-japan.go.jp/files/100234968.pdf ）を参照してくださ

い。 

 

４．今般の通達を受け、インドネシア入国後の政府指定ホテルでの隔離期間は、既に

５日間に短縮され始めている模様です。一方、ワクチン接種証明書について、出発の

１４日以上前に接種が完了している必要があるとの新たな条件が既に運用開始され

ているかは、現時点では不明です。 

 

５．インドネシアにおける新型コロナウイルス対策のための措置は、突然変更される

可能性があります。邦人の皆様におかれても、最新の関連情報の入手に努めてくだ

さい。（了） 


